
(57)【要約】

【課題】対向電極の濡れ性を均一にでき、使用する処理

液の量を少量化できる空気清浄機を提供する。

【解決手段】空気の流通経路上に配置された放電極と、

空気中に含まれる被処理成分を捕集する対向電極とを備

える。また、被処理成分を吸収する処理液を対向電極に

供給する処理液供給手段と、対向電極を動かすことによ

り、処理液が偏らないようにする処理液均一化手段とを

備える。これにより、処理液の使用量が少なくても対向

電極の濡れ性を均一にできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 気 の 流 通 経 路 上 に 配 置 さ れ た 放 電 極 と 、
　 前 記 空 気 中 に 含 ま れ る 被 処 理 成 分 を 捕 集 す る 対 向 電 極 と 、
　 前 記 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 前 記 対 向 電 極 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 対 向 電 極 を 動 か す こ と に よ り 、 前 記 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化 手 段
と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 線 状 の 放 電 極 と 、
　 そ の 放 電 極 を 中 心 に し て 取 り 囲 む 筒 状 に さ れ 、 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ た 対 向
電 極 と 、
　 そ の 筒 状 の 対 向 電 極 の 一 端 か ら 他 端 へ 空 気 が 流 通 す る よ う に 送 風 す る 送 風 手 段 と 、
　 前 記 放 電 極 と 前 記 対 向 電 極 と の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 前 記 空 気 中 に 含 ま れ
る 被 処 理 成 分 を 前 記 対 向 電 極 に 捕 集 さ せ る 電 源 と 、
　 前 記 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 前 記 対 向 電 極 の 内 周 面 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と
、
　 前 記 対 向 電 極 を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て 前 記 処 理 液 を 前 記 凹 部 へ 一 旦
、 溜 め 、 そ の 凹 部 か ら 前 記 処 理 液 を 偏 る こ と な く 下 方 へ 流 下 さ せ る 処 理 液 均 一 化 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 線 状 の 放 電 極 と 、
　 板 状 に 形 成 さ れ 、 所 定 間 隔 を 空 け て 複 数 枚 、 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 放 電 極 を 間 に 位
置 さ せ る 対 向 電 極 と 、
　 前 記 放 電 極 と 前 記 対 向 電 極 の 間 に 空 気 を 送 る 送 風 手 段 と 、
　 前 記 対 向 電 極 と 前 記 放 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 前 記 空 気 中 に 含 ま れ る
被 処 理 成 分 を 前 記 対 向 電 極 に 捕 集 さ せ る 電 源 と 、
　 前 記 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 前 記 対 向 電 極 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 対 向 電 極 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化
手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 放 電 極 と 、
　 対 向 電 極 と 、
　 そ れ ら 放 電 極 お よ び 対 向 電 極 の 間 に 空 気 を 送 る 送 風 手 段 と 、
　 前 記 放 電 極 と 前 記 対 向 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 前 記 空 気 中 に 含 ま れ る
被 処 理 成 分 を 帯 電 さ せ る 電 源 と 、
　 前 記 放 電 極 お よ び 前 記 対 向 電 極 に 対 し て 前 記 空 気 の 下 流 に 配 置 さ れ 、 帯 電 し た 前 記 被 処
理 成 分 を 捕 集 す る 集 塵 部 と 、
　 前 記 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 前 記 集 塵 部 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 集 塵 部 を 動 か す こ と に よ り 、 前 記 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化 手 段 と
、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 集 塵 部 は 筒 状 で 、 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 処 理 液 均 一 化 手 段 は 、 前 記 対 向 電 極 を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て 前
記 処 理 液 を 前 記 凹 部 へ 一 旦 、 溜 め 、 そ の 凹 部 か ら 前 記 処 理 液 を 偏 る こ と な く 下 方 へ 流 下 さ
せ る 請 求 項 ４ 記 載 の 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 対 向 電 極 は 板 状 に 形 成 さ れ 、 所 定 間 隔 を 空 け て 複 数 枚 、 配 置 さ れ 、
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　 前 記 放 電 極 は 前 記 複 数 枚 の 対 抗 電 極 の 間 に 位 置 し 、
　 前 記 処 理 液 均 一 化 手 段 は 、 前 記 対 向 電 極 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 処 理 液 が 偏 ら な
い よ う に す る 請 求 項 ４ 記 載 の 空 気 清 浄 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 清 浄 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 放 電 極 と 対 向 電 極 を 備 え 、 こ れ ら の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 さ せ る と と も に
、 そ の 放 電 に よ っ て 空 気 中 の 粉 塵 な ど を 帯 電 さ せ て 、 対 向 電 極 に 付 着 さ せ る 集 塵 装 置 が 知
ら れ て い る 。 集 塵 装 置 に は 乾 式 集 塵 装 置 と 湿 式 集 塵 装 置 が あ る 。 乾 式 集 塵 装 置 は 、 対 向 電
極 を 打 撃 し て 振 動 さ せ る こ と で 、 対 向 電 極 の 表 面 に 付 着 し た 粉 塵 等 を 落 下 さ せ る も の で あ
り 、 湿 式 集 塵 装 置 は 、 対 向 電 極 の 表 面 に 水 等 の 流 体 を 供 給 し て 液 膜 を 形 成 し て 流 下 さ せ 、
こ の 液 膜 に よ っ て 粉 塵 等 を 除 去 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 湿 式 集 塵 装 置 と し て は 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ お よ び ２ が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に
は 、 対 向 電 極 を 金 網 状 に す る と と も に 水 流 膜 を 形 成 し 、 こ の 水 流 膜 に 帯 電 し た 粒 子 成 分 を
捕 集 さ せ る 方 法 が 開 示 さ れ て お り 、 特 許 文 献 ２ に は 、 透 水 性 被 覆 材 を 利 用 し て 筒 状 に 形 成
し 、 そ の 筒 状 体 の 内 部 に 導 電 性 を 有 す る 流 体 を 充 填 し た 対 向 電 極 が 開 示 さ れ て い る 。 水 流
膜 が 形 成 さ れ た 金 網 や 、 透 水 性 被 覆 材 を 対 向 電 極 と し て 利 用 す る こ と で 、 粉 塵 な ど を 効 果
的 に 除 去 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ １ ８ ７ ２ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ６ ８ ６ ８ ８ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 従 来 の 装 置 で は 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の 対 向 電 極 １ ０ ３ の 間 に 線 状 の
放 電 極 １ ０ ２ を 配 置 し 、 対 向 電 極 １ ０ ３ と 放 電 極 １ ０ ２ と 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り
、 放 電 を 発 生 さ せ て い る 。 空 気 は 図 ６ に 示 す 装 置 の 上 方 か ら 下 方 へ 流 通 し 、 放 電 領 域 Ｐ を
通 過 す る 。 こ の 時 に 、 空 気 に 含 ま れ る 粉 塵 や ガ ス 状 成 分 等 の 被 処 理 成 分 が 放 電 領 域 Ｐ に よ
り 帯 電 し て 、 対 向 電 極 １ ０ ３ に 付 着 す る 。 そ し て 、 対 向 電 極 １ ０ ３ の 内 部 ま た は 表 面 に は
水 流 膜 が 形 成 さ れ て 、 付 着 し た 粉 塵 等 を 除 去 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 対 向 電 極 １ ０ ３ に 水 （ 処 理 液 ） を 供 給 す る と 、 水 流 膜 が 偏 っ て し ま い 、 対 向
電 極 １ ０ ３ の 濡 れ 性 が 不 均 一 に な る と い う 問 題 が あ る 。 濡 れ 性 が 不 均 一 で あ る と 、 空 気 と
水 の 接 触 面 積 が 小 さ く な り 、 そ の 結 果 、 被 処 理 成 分 の 除 去 効 率 が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 濡 れ 性 を 均 一 に す る た め に 処 理 液 の 供 給 量 を 増 や す と 、 コ ス ト ア ッ プ に な っ た り
、 過 度 な 液 量 に よ り 放 電 極 と 対 向 電 極 の 間 で 短 絡 を 引 き 起 こ し た り す る 問 題 が 発 生 す る 。
そ の た め 、 対 向 電 極 の 濡 れ 性 を 均 一 に で き 、 か つ 液 量 を 少 量 化 で き る 空 気 清 浄 機 が 望 ま れ
て き た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 事 情 を 背 景 に な さ れ た も の で 、 特 に 、 対 向 電 極 の 濡 れ 性 を 均 一
に で き 、 使 用 す る 処 理 液 の 量 を 少 量 化 で き る 空 気 清 浄 機 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。 　
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 第 １ 発 明 は 、
　 空 気 の 流 通 経 路 上 に 配 置 さ れ た 放 電 極 と 、
　 空 気 中 に 含 ま れ る 被 処 理 成 分 を 捕 集 す る 対 向 電 極 と 、
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　 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 対 向 電 極 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 対 向 電 極 を 動 か す こ と に よ り 、 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 第 １ 発 明 に よ る と 、 対 向 電 極 を 動 か す こ と に よ り 、 対 向 電 極 が 処 理 液 （ 例 え ば 水 ）
に よ っ て 満 遍 な く 濡 れ る よ う に な る 。 そ の 結 果 、 空 気 と 処 理 液 の 接 触 面 積 が 増 え 、 空 気 中
に 含 ま れ る 粉 塵 や ガ ス 状 成 分 （ 例 え ば ア ン モ ニ ア や 酢 酸 、 硫 化 水 素 ） を 効 率 良 く 吸 収 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 す る 処 理 液 の 量 が 少 な く て も 、 濡 れ 性 が 均 一 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 第 ２ 発 明 は 、
　 線 状 の 放 電 極 と 、
　 そ の 放 電 極 を 中 心 に し て 取 り 囲 む 筒 状 に さ れ 、 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ た 対 向
電 極 と 、
　 そ の 筒 状 の 対 向 電 極 の 一 端 か ら 他 端 へ 空 気 が 流 通 す る よ う に 送 風 す る 送 風 手 段 と 、
　 放 電 極 と 対 向 電 極 と の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 空 気 中 に 含 ま れ る 被 処 理 成 分
を 対 向 電 極 に 捕 集 さ せ る 電 源 と 、
　 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 対 向 電 極 の 内 周 面 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 対 向 電 極 を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て 処 理 液 を 凹 部 へ 一 旦 、 溜 め 、 そ の
凹 部 か ら 処 理 液 を 偏 る こ と な く 下 方 へ 流 下 さ せ る 処 理 液 均 一 化 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 第 ２ 発 明 に よ る と 、 放 電 極 は 線 状 で あ り 、 対 向 電 極 は そ の 放 電 極 を 取 り 囲 む 筒 状 に
さ れ 、 対 向 電 極 の 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 電 源 に よ っ て 放 電 極 と
対 向 電 極 の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ 、 放 電 が 発 生 す る 。 さ ら に 、 空 気 流 通 手 段 （ 例 え ば フ ァ ン
） に よ っ て 対 向 電 極 の 一 端 か ら 他 端 へ 空 気 が 流 通 す る 。 空 気 中 に 含 ま れ る 粒 子 状 成 分 や 気
体 状 成 分 な ど の 被 処 理 成 分 は 放 電 に よ っ て 帯 電 し て 、 対 向 電 極 に 付 着 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 対 向 電 極 の 内 周 面 に は 、 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 （ 例 え ば 水 ） が 上 方 か ら 供
給 さ れ る 。 ま た 、 対 向 電 極 は 処 理 液 均 一 化 手 段 （ 例 え ば モ ー タ ） に よ っ て 所 定 方 向 に 軸 回
転 し て お り 、 こ の 回 転 に よ っ て 遠 心 力 が 発 生 し 、 凹 部 に 処 理 液 が 溜 ま る よ う に な っ て い る
。 そ の 処 理 液 は 凹 部 に ず っ と 溜 ま っ て い る の で は な く 、 少 し ず つ 凹 部 か ら 流 出 す る 。 こ れ
に よ り 、 処 理 液 が 所 定 の 部 分 に 偏 る こ と な く 、 対 向 電 極 の 内 周 面 を 満 遍 な く 濡 ら す こ と が
で き る 。 ま た 、 使 用 す る 液 量 も 少 な く て す む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 第 ３ 発 明 は 、
　 線 状 の 放 電 極 と 、
　 板 状 に 形 成 さ れ 、 所 定 間 隔 を 空 け て 複 数 枚 、 配 置 さ れ る と と も に 、 放 電 極 を 間 に 位 置 さ
せ る 対 向 電 極 と 、
　 放 電 極 と 対 向 電 極 の 間 に 空 気 を 送 る 送 風 手 段 と 、
　 対 向 電 極 と 放 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 空 気 中 に 含 ま れ る 被 処 理 成 分 を
対 向 電 極 に 捕 集 さ せ る 電 源 と 、
　 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 対 向 電 極 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 対 向 電 極 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 第 ３ 発 明 に よ る と 、 対 向 電 極 は 板 状 に さ れ て 複 数 枚 、 配 置 さ れ て お り 、 そ の 対 向 電
極 の 間 に 線 状 の 放 電 極 が 位 置 し て い る 。 そ し て 、 放 電 極 と 対 向 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て
、 放 電 を 発 生 さ せ る 。 よ り 詳 し く は 、 対 向 電 極 は 鉛 直 方 向 に 向 け ら れ 、 か つ 互 い に 略 平 行
に 配 置 さ れ て お り 、 上 方 か ら 下 方 へ 空 気 を 送 り 、 空 気 中 の 粉 塵 等 を 対 向 電 極 に 付 着 さ せ る
。 そ し て 、 対 向 電 極 の 側 面 に 水 等 の 処 理 液 を 供 給 し て 、 対 向 電 極 を 湿 潤 状 態 に す る 。 こ の

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-255662 A 2006.9.28



対 向 電 極 は 振 動 装 置 （ 処 理 液 均 一 化 手 段 ） に よ っ て 振 動 し て お り 、 こ れ に よ っ て 処 理 液 の
厚 さ が 略 均 一 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 第 ４ 発 明 は 、
　 放 電 極 と 、
　 対 向 電 極 と 、
　 そ れ ら 放 電 極 お よ び 対 向 電 極 の 間 に 空 気 を 送 る 送 風 手 段 と 、
　 放 電 極 と 対 向 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 発 生 し 、 空 気 中 に 含 ま れ る 被 処 理 成 分 を
帯 電 さ せ る 電 源 と 、
　 放 電 極 お よ び 対 向 電 極 に 対 し て 空 気 の 下 流 に 配 置 さ れ 、 帯 電 し た 被 処 理 成 分 を 捕 集 す る
集 塵 部 と 、
　 被 処 理 成 分 を 吸 収 す る 処 理 液 を 集 塵 部 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 集 塵 部 を 動 か す こ と に よ り 、 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る 処 理 液 均 一 化 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 本 第 ４ 発 明 に よ る と 、 放 電 極 と 対 向 電 極 の 間 に 放 電 を 発 生 さ せ 、 か つ 放 電 極 と 対 向
電 極 の 間 に 空 気 を 送 る と と も に 、 そ の 空 気 の 下 流 に 集 塵 部 を 設 け て い る 。 す な わ ち 、 空 気
中 の 被 処 理 成 分 を 帯 電 さ せ る た め の 放 電 極 お よ び 対 向 電 極 を 、 集 塵 部 と 分 け て 配 置 し て い
る 。 こ れ に よ り 操 作 性 が よ く な る 。 集 塵 部 は 、 例 え ば 電 極 と し て 構 成 さ れ 、 電 圧 を 印 加 す
る こ と に よ り 、 帯 電 し た 粉 塵 等 を 捕 集 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 本 第 ４ 発 明 に よ る と
、 集 塵 部 に 処 理 液 が 供 給 さ れ て お り 、 か つ そ の 集 塵 部 が 動 い て い る の で 、 集 塵 部 の 濡 れ 性
を 均 一 に で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 第 ５ 発 明 は 、 上 記 第 ４ 発 明 に お け る も の で 、
　 集 塵 部 は 筒 状 で 、 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ 、
　 処 理 液 均 一 化 手 段 は 、 対 向 電 極 を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て 処 理 液 を 凹
部 へ 一 旦 、 溜 め 、 そ の 凹 部 か ら 処 理 液 を 偏 る こ と な く 下 方 へ 流 下 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 第 ５ 発 明 に よ る と 、 本 第 ２ 発 明 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 他 、 放 電 極 お よ び 対 向 電 極
と 、 集 塵 部 が 別 々 に 配 置 さ れ て い る の で 、 操 作 性 が 良 く な る と い う 効 果 も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 本 第 ６ 発 明 は 、 上 記 第 ４ 発 明 に お け る も の で 、
　 対 向 電 極 は 板 状 に 形 成 さ れ 、 所 定 間 隔 を 空 け て 複 数 枚 、 配 置 さ れ 、
　 放 電 極 は 複 数 枚 の 対 抗 電 極 の 間 に 位 置 し 、
　 処 理 液 均 一 化 手 段 は 、 対 向 電 極 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 処 理 液 が 偏 ら な い よ う に す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 第 ６ 発 明 に よ る と 、 本 第 ３ 発 明 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 他 、 放 電 極 お よ び 対 向 電 極
と 、 集 塵 部 が 別 々 に 配 置 さ れ て い る の で 、 操 作 性 が 良 く な る と い う 効 果 も 生 じ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ Ａ は 本 発 明 に 係 る 空 気 清 浄 機 １ の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 １ Ｂ は 同 じ く 斜 視 図 で あ る 。
こ の よ う に 、 空 気 清 浄 機 １ は 線 状 の 放 電 極 ２ と 、 そ の 放 電 極 ２ を 取 り 囲 む 筒 状 に 構 成 さ れ
、 内 周 面 に 螺 旋 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ た 対 向 電 極 ３ を 備 え る 。 対 向 電 極 ３ は 両 端 が 開 口 し て
お り 、 上 方 が 空 気 流 入 口 ９ 、 下 方 が 空 気 流 出 口 １ ０ と な っ て い る 。 ま た 、 図 示 し な い 空 気
流 通 手 段 （ フ ァ ン ） を 備 え 、 空 気 を 空 気 流 入 口 ９ か ら 空 気 流 出 口 １ ０ へ 送 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 高 電 圧 側 電 源 ５ ａ お よ び 接 地 側 電 源 ５ ｂ に よ っ て 、 放 電 極 ２ と 対 向 電 極 ３ の 間 に
電 圧 を 加 え 、 放 電 を 発 生 さ せ て い る 。 こ の 放 電 に よ っ て 空 気 中 の 粉 塵 や ガ ス 状 成 分 が 帯 電
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し て 、 対 向 電 極 ３ に 引 き 寄 せ ら れ る 。 ま た 、 処 理 液 供 給 手 段 ４ （ 例 え ば ポ ン プ ） に よ っ て
、 対 向 電 極 ３ の 内 周 面 に 処 理 液 ７ （ 例 え ば 水 ） を 供 給 す る 。 こ れ に よ っ て 、 対 向 電 極 ３ に
捕 集 さ れ た 粉 塵 等 を 除 去 す る 。 こ の 処 理 液 ７ は 対 向 電 極 ３ の 内 周 面 を 伝 わ っ て 下 方 に 流 下
し 、 装 置 下 方 に 配 置 さ れ た 水 槽 ６ に 溜 ま る 。 そ の 後 、 排 水 口 １ １ か ら 排 水 さ れ 、 処 理 液 供
給 手 段 ４ に よ っ て 汲 み 上 げ ら れ て 、 対 向 電 極 ３ に 再 び 供 給 さ れ る 。 装 置 を 可 動 し て い る と
処 理 液 ７ が 汚 れ て く る の で 、 汚 れ が あ る レ ベ ル 以 上 に な っ た ら 交 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 対 向 電 極 ３ の 内 周 面 に は 螺 旋 状 の 凹 部 Ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 対 向 電 極 ３ は 、 モ ー
タ ８ （ 処 理 液 均 一 化 手 段 の 一 例 ） に よ っ て 所 定 方 向 に 軸 回 転 す る よ う に な っ て い る 。 図 ２
に 、 対 向 電 極 ３ の 拡 大 図 を 示 す 。 対 向 電 極 ３ が 軸 回 転 す る こ と に よ っ て 遠 心 力 が 発 生 し 、
こ の 遠 心 力 と 重 力 が つ り あ っ た 状 態 で 、 処 理 液 ７ が 凹 部 Ｄ に 溜 ま る 。 凹 部 Ｄ は 螺 旋 状 に 形
成 し て あ る の で 、 処 理 液 ７ は 重 力 に よ っ て 凹 部 Ｄ の 中 を 下 方 へ 流 れ る 。 ま た 、 遠 心 力 は そ
れ ほ ど 強 く な ら な い よ う に し て あ り 、 対 向 電 極 ３ の 内 周 面 の う ち 、 凹 部 Ｄ の 形 成 さ れ て い
な い 領 域 Ａ へ 向 か っ て 、 凹 部 Ｄ の 中 の 処 理 液 ７ が 流 出 す る よ う に な っ て い る 。 流 出 し た 処
理 液 ７ は 下 方 の 凹 部 Ｄ に 入 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に す る こ と で 、 対 向 電 極 ３ の 濡 れ 性 を 均 一 に す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 凹 部 Ｄ が 形 成 さ れ て い な い 領 域 Ａ に 、 処 理 液 ７ の 液 膜 が 略 均 一 な 厚 さ で 形 成 さ れ 、
こ の 液 膜 は 螺 旋 状 の 凹 部 Ｄ の い た る と こ ろ で 流 下 す る の で 、 満 遍 な く 濡 れ る の で あ る 。 そ
の 結 果 、 空 気 と 処 理 液 ７ と の 接 触 面 積 を 増 や す こ と が で き 、 空 気 中 の 被 処 理 成 分 の 吸 収 効
率 が 上 が る 。 ま た 、 使 用 す る 処 理 液 ７ の 量 も 少 な く て す む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 １ の 空 気 清 浄 機 で は 対 抗 電 極 ３ と し て 縦 置 き タ イ プ の も の を 使 用 し た が 、 横 置
き に し て も か ま わ な い 。 こ の 場 合 、 処 理 液 ７ が 対 抗 電 極 ３ 内 を 横 向 き に 移 動 す る こ と に な
る 。 す な わ ち 、 対 抗 電 極 ３ の 内 面 に は 螺 旋 状 の 凹 部 Ｄ が 形 成 さ れ て い る の で 、 そ の 中 に 処
理 液 ７ が 入 り 、 対 抗 電 極 ３ の 回 転 に 伴 っ て 処 理 液 ７ が 凹 部 Ｄ 内 を 移 動 し て 排 出 口 か ら 出 て
い く 。 そ の 途 中 で 、 凹 部 Ｄ が 形 成 さ れ て い な い 領 域 Ａ へ 向 か っ て 処 理 液 ７ が 凹 部 Ｄ か ら 流
出 し た り 、 滴 下 し た り す る の で 、 対 抗 電 極 ３ の 内 面 を 均 一 に 濡 ら す こ と が 可 能 に な る 。 な
お 、 対 抗 電 極 ３ を 水 平 面 に 対 し て 角 度 を つ け て 斜 め に 配 置 し 、 上 か ら 処 理 液 ７ を 入 れ て 対
抗 電 極 ３ を 回 転 し 、 重 力 に よ っ て 処 理 液 ７ を 流 下 さ せ る こ と も で き る が 、 本 発 明 で は 凹 部
Ｄ が 形 成 さ れ て い る の で 、 対 抗 電 極 ３ を 完 全 に 水 平 に し て も 処 理 液 ７ を 流 通 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ の 空 気 清 浄 機 １ は 、 板 状 の 対 向 電 極 ３
が 複 数 枚 、 略 平 行 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 間 に 線 状 の 放 電 極 ２ が 位 置 し て い る 。 こ れ ら 対
向 電 極 ３ と 放 電 極 ２ の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 、 放 電 を 発 生 す る 。 一 方 、 処 理 液 供 給 手 段 ４ に
よ っ て 処 理 液 ７ が 対 向 電 極 ３ の 上 端 か ら 供 給 さ れ て 、 対 向 電 極 ３ の 表 面 は 湿 潤 状 態 と な る
。 対 向 電 極 ３ は 図 示 し な い 振 動 発 生 機 （ 処 理 液 均 一 化 手 段 の 一 例 ） に よ っ て 振 動 さ れ 、 こ
れ に よ っ て 対 向 電 極 ３ の 濡 れ 性 が 均 一 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 図 ４ Ａ ， Ｂ に 示 す よ う に 、 放 電 極 ２ お よ び 対 向 電 極 ３ と 、 集 塵 部 １ ２ を 分 離 し
た ２ 段 式 タ イ プ に し て も よ い 。 す な わ ち 、 空 気 は 放 電 極 ２ お よ び 対 向 電 極 ３ の 間 を 通 っ て
、 放 電 に よ っ て 空 気 中 の 被 処 理 成 分 が 帯 電 し 、 そ れ ら 放 電 極 ２ と 対 向 電 極 ３ に 対 し て 空 気
の 下 方 に 位 置 す る 集 塵 部 １ ２ に 、 帯 電 し た 被 処 理 成 分 が 捕 集 さ れ る 。 こ の よ う に す る と 装
置 の 操 作 性 が よ く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 対 向 電 極 ３ と し て 円 筒 形 や 板 状 の も の を 使 用 し た が 、 こ れ ら の
形 状 は 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 他 に は 多 角 形 状 の も の 等 も 電 極 形 状 と し て 考 え ら れ る
。 ま た 、 設 置 形 態 に 関 し て も 縦 置 き 、 横 置 き 等 ど の よ う に し て も よ い 。 ま た 、 処 理 液 を 対
向 電 極 ３ へ 供 給 す る 方 法 で あ る が 、 こ れ に つ い て も 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 対 向 電 極
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の 前 段 部 分 で 噴 霧 ・ 滴 下 し た り 、 対 向 電 極 ３ の 空 気 流 入 口 ９ ま た は 側 面 か ら 内 壁 へ 注 入 路
を 介 し て 直 接 導 入 し て も よ い 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 対 向 電 極 ３ を 回 転 す る 場 合 と 振
動 さ せ る 場 合 に つ い て の 実 施 形 態 を 示 し た が 、 対 抗 電 極 ３ が 動 作 し て 濡 れ 性 が 一 様 に な る
の で あ れ ば 動 作 形 態 に 限 定 は な く 、 例 え ば 超 音 波 等 を 利 用 し た 微 小 な 振 動 で も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 験 結 果 を 示 す 。 対 向 電 極 と し て 直 径 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 長 さ ６ ０ ０ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 の も の を
用 い 、 か つ そ の 円 筒 管 内 部 に 水 を 供 給 し て 濡 れ 壁 を 形 成 し た 。 ま た 、 対 抗 電 極 の 中 に 線 状
の 放 電 極 を 配 置 し 、 Ｄ Ｃ ９ ｋ Ｖ の 電 圧 を 印 加 し て コ ロ ナ 放 電 を 発 生 さ せ た 。 そ の コ ロ ナ 放
電 に ア ン モ ニ ア ガ ス （ ６ ０ ｐ ｐ ｍ ） を 含 む 空 気 を 送 り 、 ア ン モ ニ ア ガ ス の 除 去 性 能 と 水 量
の 関 係 を 調 べ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 結 果 を 図 ５ に 示 す 。 対 向 電 極 ３ へ の 供 給 す る 水 の 量 が ３ ． ７ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 に な る
と 、 水 膜 が 略 均 一 に な る こ と が 分 か っ た 。 そ し て 、 水 量 が １ ． ０ ～ ３ ． ７ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ま で
は ア ン モ ニ ア 除 去 率 が 水 量 に 比 例 す る の に 対 し て 、 ３ ． ７ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 に な る と ア ン モ
ニ ア 除 去 率 が 飽 和 す る こ と が 分 か っ た 。 す な わ ち 、 水 量 を ３ ． ７ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 に 増 や し
て も 除 去 率 は 上 が ら ず 、 水 量 が 増 え た 分 だ け コ ス ト ア ッ プ に な る 。 こ れ は 、 均 一 な 液 膜 を
形 成 で き る な ら 、 使 用 す る 水 量 を 減 ら し て 、 か つ 処 理 性 能 を 向 上 で き る こ と を 意 味 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 空 気 清 浄 機 の （ Ａ ） 縦 断 面 図 （ Ｂ ） 斜 視 図
【 図 ２ 】 対 向 電 極 ３ の 拡 大 図
【 図 ３ 】 空 気 清 浄 機 の 別 の 実 施 形 態
【 図 ４ 】 Ａ 図 、 Ｂ 図 と も 、 図 １ お よ び ３ と は 別 の 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 験 結 果
【 図 ６ 】 従 来 例
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 空 気 清 浄 機
　 ２ 　 放 電 極
　 ３ 　 対 向 電 極
　 ４ 　 ポ ン プ （ 処 理 液 供 給 手 段 ）
　 ５ ａ ， ５ ｂ 　 電 源
　 ６ 　 水 槽
　 ７ 　 処 理 液
　 ８ 　 モ ー タ （ 処 理 液 均 一 化 手 段 ）
　 ９ 　 空 気 流 入 口
１ ０ 　 空 気 流 出 口
１ １ 　 排 水 口
１ ２ 　 集 塵 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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